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[序] スチルベ
ンデンドリマー

は 中 心 部 に

trans-スチルベ
ン（コア）、その

周りにベンジル

エーテルが樹状

に連なる構造

（デンドロン）

を持つ高分子で

ある。スチルベ

ンデンドリマー

のデンドロンの吸収に対応する波長の光を照射すると、コアのスチルベンが trans体
から cis体に異性化する。（1）この光異性化反応は光照射によって生成したデンドロン

の電子励起状態からコアへエネルギーが移動することにより進行したと考えられる

（図 1）。本研究では、ピコ秒時間分解けい光分光法によって第 2 世代スチルベンデ
ンドリマーにおけるデンドロンからコアへのエネルギー移動を観測した。 
 
[実験] スチルベンデンドリマーのデンドロンを光励起するときは 280 nm、コアを光
励起するときは 310 nmのフェムト秒光パルス（パルス幅 40 fs以下、繰り返し周波
数 1 kHz）を用いた。試料から集めたけい光を分光器で分析し、ストリークカメラで
検出した。脂溶性のスチルベンデンドリマーと水溶性のスチルベンデンドリマーの 2

図 1 スチルベンデンドリマーの分子内エネルギー移動の概念図 



種類を測定に用いた。脂溶性デンド

リマーの場合はテトラヒドロフラ

ン、水溶性デンドリマーの場合は

KOH水溶液を溶媒に用いた。 
 
[結果と考察] 励起波長 280 nmで
デンドロンを励起したときの水溶

性スチルベンデンドリマーの時間

分解けい光スペクトルを図 2 に示
す。けい光バンドの極大波長は 400 
nm付近に観測された。極大波長は
時間が経つにつれて長波長側にシ

フトした。けい光帯の位置を時間に

対してプロットした結果を図 3 に
示す。けい光バンドの長波長シフト

の時定数は 20 psであった。このけ
い光バンドの長波長シフトは脂溶

性スチルベンデンドリマーでも観

測された。これらの

結果から、デンドロ

ンでの電子励起状態

のエネルギーが数十

ピコ秒でコアへ移動

することが分かった。 
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図 3 水溶性スチルベンデンドリマーのデンドロン
を光励起したときのけい光帯の位置の時間依存性 

図2 励起波長280 nmで測定した水溶性スチル
ベンデンドリマーの時間分解けい光スペクトル 


